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　明けましておめでとうございます。

　群馬県ユネスコ連絡協議会の皆様におかれまして

は、日ごろからユネスコ憲章の精神に基づき、共に生

きる平和な社会の実現に向け、様々な活動に取り組ま

れていることに、心から敬意を表します。

　さて、日本が国際連合教育科学文化機関（ＵＮＥＳ

ＣＯ）に加盟してから70年が経過しました。長年にわ

たり活発な活動が継続されてきた陰には、各地域のユ

ネスコ協会のそれぞれの活動や連携の積み重ねがあっ

たことと存じます。今後、さらなる発展を目指し、そ

の崇高な理念を伝えていただきたいと願っております。

　また、群馬県ユネスコ連絡協議会の活動方針の一つ

に「持続可能な社会の構築を目指し、持続可能な開発

のための教育（ＥＳＤ）の普及及び持続可能な開発目

標（ＳＤＧｓ）の達成に努める」とあります。本県も

　明けましておめでとうございます。本年もよろしくお

願い申し上げます。

　昨年は、新型コロナウイルス感染拡大により、国内

だけでなく、世界中で生活面から政治・経済に至るま

で多方面に亘り被害を受けました。

　2021年度は、ユネスコ活動もコロナ禍で大きな制約

を受けましたが、様々なコロナ感染予防対策をしなが

ら、事業を行って参りました。

　現在は、総会で承認された本年度活動方針・事業計画・

予算（案）に基づいて、活動を進めております。７月

３日（土）に研修視察を、11月27日（土）に運営研修

会兼事務局員研修会を開催しました。

　今後１月27日（木）にユネスコスクール研修会、２

月26日（土）に世界遺産研修会を実施いたします。

　話しが変わりますが、2015年に国連で採択された

「持続可能な開発目標」（ＳＤＧｓ）では、国際社会が

一丸となって取り組むべき目標が明示されました。そ

の前文では「平和なくして持続可能な開発目標は達成

できず、また、持続可能な開発なくして平和は実現で

きない」と謳っています。そして、2030年までに達成

すべき17の目標が掲げられました。

　私たちは、今後ともＳＤＧｓの目標の達成を目指し、

持続可能な社会の実現のためにユネスコ活動を推進し

たいと思います。会員及び県民の皆様や関係団体・機

関のご理解ご協力の程、よろしくお願い申し上げます。

昨年、内閣府の「ＳＤＧｓ未来都市」に選定されまし

た。コロナ禍で新たな生活様式が求められる中、ＳＤ

Ｇｓの取組は様々な課題解決への糸口と考えられま

す。教育においては、学びを保障するとともに、誰一

人取り残さない個別最適な学びと協働的な学びの実現

を目指し、群馬の土壌とデジタルを掛け合わせること

で、「群馬ならではの新しい学び」の実現を目指して

参りたいと思います。

　結びに、新しい年が平穏な一年となりますとともに、

群馬県ユネスコ連絡協議会の御発展を御祈念申し上げ

まして、新年の御挨拶とさせていただきます。
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　2021年７月３日（土）、中之条町ツインプラザ交流
ホールにて開催された。新型コロナ感染の猛威の中、
感染状況が谷間となった中での綱渡り実施であった。
参加者は、各地区ユネスコ協会員31名である。
　研修内容は、開催地に伝わる伝承文化を未来遺産と
してご理解頂くことを研修視察のねらいに込めて、中
之条町五反田字白久保に伝わる国指定重要無形民俗文
化財「白久保のお茶講」の体験を研修の中核とした。
　研修は２部構成で、はじめに模擬体験の前提として、
お茶講の歴史的背景や特色を「中之条町歴史と民俗の
博物館ミュゼ」館長の山口通喜氏から講話頂いた。
　山口館長は、「お茶講」が２月24日の白久保天満宮
の宵祭りの行事として古くから継承されてきた習俗で、

県ユ連主催事業
鎌倉～室町時代に武士の間で盛んだった「闘茶」の流
れを汲む民俗行事であって、起源不明ながらもお茶講
と「闘茶」形式との共通性から北関東､ 特に吾妻だけ
に伝わる行事であることの特殊性を述べられた。
　ついでお茶講体験へと進み、白久保お茶講保存会長
の町田茂氏の差配により参加者全員によるお茶講の模
擬体験が行われた。
　行事のしくみは、甘茶・渋茶（煎茶）・チンピ（蜜
柑の皮を干したもの）の粉末の調合割合を変えた４種
のお茶（１の茶・２の茶・３の茶・客）を舌で味わい、
秘密としたその種類を当てるというもの。参加者は、
４種の見本の茶を舌で確かめて味と香りを覚え、続い
て本番の飲茶を２回ずつ計７回（客は１回）行って､
その度にお茶の種類を推測､ 回答し、正解が示された。
　自身の推測の当否に一喜一憂しながら、いにしえの
お茶講の模擬体験のひと時を楽しむ参加者の様子に、
未来遺産としての伝統文化への理解の広がりが感じら
れた「研修視察」となった。

関ブロ大会

　「2021年度関東ブロック・ユネスコ活動研究会in栃
木」は、2021年（令和３）10月２日（土）13時、大会
初オンラインにて開催。昨年度群馬県開催はコロナ禍
で急遽中止されましたが、今年度はオンラインに予定
変更し開催されました。参加者は個人、またはサテラ
イトに集合し、予め送付されたＩＤ、パスワードまたは
ＵＲＬからZoomミーティングに参加し視聴しました。
　足利歌舞伎（舞楽）の子ども達の美しい舞で幕を開
けた後、挨拶、国内委員会報告、双日総合研究所相談
員 多田幸雄氏による基調講演へと音声など多少のト
ラブルはありましたが、素晴らしい内容で会は進みま
した。この間、参加者には聞き取れずあきらめる者な
どＰＣ操作のトラブルもありました。
　休憩後、14時30分から第１分科会：ＳＤＧｓ／Ｅ
ＳＤ・ユネスコスクール、第２分科会：平和の心・国
際理解、第３分科会：世界遺産・世界寺子屋、第４分
科会：ユネスコ活動の役割と広がり に分かれ再入室
し分科会が始まりました。
　ところで、対面発表を想定して準備をしてきたが、

オンライン会議や講演に習熟していない発表者は新た
な対応を迫られることになりました。
　第２分科会の発表者、前橋ユネスコ協会須藤英雄氏
の場合は…。

　2021年の関東ブロックユネスコ活動研究会は栃木
で開催され、分科会の発表を担当しました。
　発表内容は、第２分科会「平和の心・国際理解」の、
「地方ユネスコ協会の国際交流事例・中国とインドネ
シアとの国際交流」です。中止になった前年度の大会
資料を基に、過去の交流内容を確認し、写真を用意し
てパワーポイントで書き込みをしました。
　今回発表の活動状況は40年以上も前から行ってい
るものです。「設立30周年記念誌」「設立50周年記念誌」
を参考に過去の活動を整理しました。
　交流がスタートした頃の中心メンバーはすでに物故
者が多く、改めて時代の変遷を経てきたことを感じま
した。そう考えると交流活動が「中国」「インドネシア」
それぞれに今も続いていることに感慨深い想いがあり
ます。

お茶講会場山口氏の講話 賞品のアメを戴く
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　令和３年11月27日（土）、館林ユネスコ協会が主管
となり、群馬県ユネスコ連絡協議会の運営研修会兼事
務局員研修会を開催いたしました。本研修会は、ユネ
スコ活動の課題等を情報交換することにより活動の充
実を図ることを目的といたしました。その中でも、持
続可能な社会をつくるために、地域の将来の担い手を
育てる地域学習が重視されていることから、いくつか
のユネスコ協会が取り組んでいる「絵で伝えよう　わ
たしの町のたからもの絵画展」など、地域学習を進め
ていくアイデアについて考えることで、活動の充実に
繋げることが出来ればと目的を設定いたしました。
　研究協議では、テーマを「わたしの町のたからもの」
として、事前に各ユ協にご回答いただいたアンケート
をもとに、特質した取り組みを発表していただきまし
た。地域の「たからもの」を守り続ける取り組みや、
各ユ協が行っている地域学習を知ることが出来ました。

　その後は、館林市教育委員会文化振興課 市史編さ
んセンター所長の岡屋紀子様から「シビックプライ
ド！日本遺産「里沼」講座」として、ご講演いただき
ました。館林市の「たからもの」である「里沼」につ
いて、市外の方にも知っていただく機会となり、改め
て自分の町の「たからもの」を考えることが出来る時
間となりました。
　館林市の「里沼」が2019年５月に日本遺産に認定
されてから２年半が過ぎ、シビックプライドとして、
どんどん館林市民に定着しているように思います。市
民組織も設立されました。しかし、こうした全市的な
取り組みに、残念ながら館林ユネスコ協会は参加を呼
びかけられませんでした。私たちは何も活動していな
いので当然の結果ですが、ＳＤＧｓにも関係する郷土
の誇り、自然や歴史についてもっとかかわりを持つべ
きではないかと感じています。少しずつではあります
が、私たちが出来るＳＤＧｓへの取り組みや、地域の
将来の担い手を育てるための地域学習への取り組みを
進めていきたいと思います。

「わたしの町のたからもの」に関する取り組みを共有 日本遺産「里沼」講演会

　パワーポイントの入力ですが、パソコン対応が得意
でないため苦労をしました。そんな中、新型コロナの
猛威がオリンピックに合わせて拡大したことから、栃
木大会はリモート開催となりました。発表も事前収録
となり、説明の仕方を考え資料を作成いたしました。
　作成した資料は、会長や役員に何回か内容を確認し
てもらい、大会事務局の足利市の開倫ユネスコ協会・
本島様と相談して、事前に資料の送付をするとともに
８月28日土曜日に事前収録に足利へ行きました。
　事前収録当日は、天気が良く暑い日でした。阿久澤
顧問の運転によって車で行きましたが、道路も混雑し
ていなかったことからスムーズに現地に到着しました。
　打ち合わせをして、初めに時間を測って緊張しなが
ら練習しました。

　次に、本番を撮りましたがカメラに向かって話をす
るため、より舞い上がってしまいました。また、話す
時間を気にするあまり、対面なら質問される内容を入
れるのですが、それが出来なかったことを反省してい
ます。実際にご覧になった方には残念だったかもしれ
ません。
　私は今回の発表で、今までの交流内容の確認が出来
たこと、そして、今回作成した資料を基に、出前講座
向け資料を作成することが出来ました。コロナ終息後
のこれからの交流や活動が楽しみです。

参加者の声

オンライン開催について
・遠方から参加可能・時間の節約・ＰＣ不得手な人へのサテ
ライト設置は良い・偲ばれる事務局のご苦労・想定外の機器
トラブル

オープニング・基調講演
・MOTTAINAI、吾唯足知、何事も中庸が肝心

分　科　会
第１ 佐野日大は内容良く、適正音声だが時間大幅超過。次
の発表者は聞き取れず残念。第２ 事前収録のため音量、時
間も適正。国際交流の継続の困難さと、歴史文化財の保護継
承の大切さを学ぶ。第３ ハガキと切手の使用減に寺子屋運
動の未来を憂う。など…。

≪要　望≫
・事前資料の配布・質問の時間の設定、良い内容なので記録
データを配信して欲しい。事前収録の様子
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特集－ＳＤＧｓ

今後の県ユ連主催事業今後の県ユ連主催事業
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